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  『未来を創造する 
   清水の子の育成』   
                     
◇学びを広げる子         
◇思いやりあふれる子     
◇たくましさみなぎる子   
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新年度が始まって３週間が経ちました。子どもたちは新しい学年、 

新しい学級での生活にだんだん慣れてきているようです。教室の様 

子をのぞきに行くと、子どもたちのきらきらした目から教室中にや 

る気があふれており、よいスタートができていることがわかります。 

特に、6 年生は、入学したばかりの１年生のために、朝の時間に 

１年生教室に出向き、学習の準備や朝学習のお手伝いをしていて、 

最高学年としての自覚を感じます。このような「異学年交流」は、子どもたちの心を育てる大切

な活動です。学校では、このような活動を通して、子どもたちの温かい人間関係作りを進めてい

きたいと考えています。 

  

 

４月２３日は「子ども読書の日」です。子どもたちの読書環境の整備を目的として、2001（平

成 13）年に制定された「子ども読書活動の推進に関する法律」によって、「子ども読書の日」

と定められました。また、2000（平成 12）年の「子ども読書年」を機に、読書推進運動協議

会が、「こどもの読書週間」を４月２３日～５月１２日の約３週間に期間を延長し、現在に至っ

ています。 

苫小牧市中央図書館でも、こども読書週間に「おはなし広場」など工夫をこらしたイベントを

開催しています。学校でも、4 月２２日と２６日に、学校司書 

によるオリエンテーションを実施し、学校図書館の貸出を開始 

しています。 

 読書をすることで、子どもたちは、言葉を学び、感性を 

磨き、表現力を高め、語彙力や創造力を豊かなものにして 

いきます。今年度も「読書大好き 清水の子」を目指し、 

読書活動の充実に努めていきます。 

ご家庭でも、「子ども読書週間」に、読み聞かせをしたり、中央図書館に出かけたり、おすす

めの本をご家族で紹介し合ったりするなど、「読書」の話をしていただけると幸いです。 

 

 



 


